








































































































































































































































































































における活用を視野に入れた質問紙 BUKK を開発した（東山ら ,2011、2012、2013、2014）。
その中から活用事例を抜粋し、その有効性を提起したい。
＜  BUKK の結果を活用することによって、クライエントの内的体験世界をより深く把握で





きっかけに、C 子は不登校状態になり、心配した母親が C 子とともに教育センターに来談し、
教育センターでの母子並行面接が行われることになった。教育センターの母親面接を担当す
ることになったカウンセラーは、この母親面接を介して、学校だけでなく近所を出歩くこと




























になった。11 月に自宅で BUKK を受ける。
CA 子は身体反応を出しながらも、中 3 の 4 月から学習支援教室への入級を自ら希望し、
通い始め、「授業中に同じ教室に通う男子。生徒の話し声がうるさい」という訴えを周囲に
漏らすこともあったが、スタッフらの支えもあり、静かにマイペースに時間を過ごす姿も見
られた。C 子は中 3 の夏頃には近所を出歩けるようになり、秋には、以前より希望していた
芸術コースのある高校の受験を決め、中学校の別室で、学力診断テストを受験することがで












SW 得点や≪ Stress ≫、≪ Well-being ≫の数値に完全がもたらされるものである。それに
対して、C 子は中 2 の時（X+1 年 11 月）も中 3 の時（X+2 年 11 月）も、図 4 で示す通り、
BUKK の結果は E 領域のままである（詳しくは東山ら ,2014 参照）。
 
図 3　事例 C 子の BUKK の下位尺度得点変化
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